
市町村名

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 金武町フットボールセンター観覧席整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－(２)－ア

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの確立

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１
30 1 該当箇所

担当部課名 社会教育課
事業実施

年度
平成 ～

事業内容
金武町フットボールセンターでは、現在、プロサッカーチームのキャンプや大会等が実施されており、多くの観客が訪れる。一方
で、同施設には一般の観覧席が少ないことから、大会の受入や安全性の確保に支障をきたしており、チームや大会関係者から設
置について多くの要望があるため、観覧席を整備し、同施設の機能強化を図る。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

Ｂ．執行済額 82,606 82,606

Ａ．予算現額 92,275 92,275

執行率（％）(B/A) 89.5% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 89.5%

うち
交付金充当額

53,776 53,776

執行状況の説明
○H30年度当初は、土木工事として発注予定であったが、関係機関と協議の結果、建築確認申請が必要となり
建築工事として実施する事になった。それに伴い設計変更に期間を要し翌年度へ繰り越した。
○最終的な執行率は、89.5 ％となり計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

実　績 工事完了

観覧席整備工事の完了

目　標 工事完了

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

観覧席整備工事の完了

実　績 工事完了

目　標 工事完了

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実　績 工事完了

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観覧席整備工事の完了

目　標 工事完了

状
況
説
明

【R1年度】
・観覧席整備工事が完了。

【R2年度】
・新型コロナウイルスのまん延に伴い、施設の閉館に伴い利用者及び観客は大幅に減となっている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績
プロサッカーキャン

プ２チーム
大会開催１大会

プロサッカーキャン
プ１チーム

プロサッカーキャンプ２チーム
大会開催5大会

目　標
プロサッカーキャン

プ２チーム
大会開催5大会

プロサッカーキャン
プ２チーム

大会開催5大会

プロサッカーキャン
プ２チーム

大会開催5大会

プロサッカーキャン
プ２チーム

大会開催5大会

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・新型コロナウイルスのまん延に伴い、施設の閉館に伴い利用者及び観客は大幅に減となっている。プロスポーツチームや大学等のキャンプ受入れ・大
会等、観客の人数制限なども新型コロナウイルスの感染対策を遵守しながら施設の管理に努める。
　また、プロスポーツチーム等のキャンプ誘致及び観客の呼び込みについては、商工観光課・沖縄県サッカー協会と連携を取りながらPRに努める。

【R1年度】
・観覧席を設けたことにより、プロスポーツキャンプ等の観客や利用者の利便
性が図られた。R1年度においては、高校総体南九州ブロック・サッカー大会
のメイン会場として多くの観客に利用される。

【　年度】
・

【R2年度】
・新型コロナウイルスのまん延に伴い、施設の閉館に伴い利用者及び観客
は大幅に減となっている。

【R2年度】
・新型コロナウイルスの影響により、プロサッカーチームキャンプの受入れ
が1チームとなった。今後も、状況を見ながら受入れ体制を整える。

【　年度】
・



市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 「金武町の偉人及び民話」絵本化事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章-1-(4)－ア

基本計画該当箇所 沖縄の文化の源流を確認できる環境づくり

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-3-(2)
29 1 該当箇所

担当部課名 社会教育課
事業実施

年度
平成 ～

事業内容

「金武町の民話と伝説」及び「金武町の偉人」を絵本化し学校、地区公民館、県内図書館、海外金武町人会等に配布する。
　金武町の民話と伝説には、地域独特のユーモアやスケールがあり、絵本を作製することは町の文化や歴史を学び、ふるさとへの所属意識
を高めるのに有効な手段である。
　また、金武町にはフィリピン移民の父と呼ばれた「大城孝蔵氏」や最後の琉球政府行政主席を務めた「松岡政保氏」がおり、彼らの生涯を
絵本化することで、金武町の歴史や文化、精神を学ぶことができる。
　作製する絵本のなかでは、金武方言を用い、島くとぅばへの継承を図る。
　

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 平成30年度 令和１年度 合計

Ｂ．執行済額 1,015 1,016 1,004 3,035

Ａ．予算現額 1,015 1,016 1,005 3,036

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 99.9% #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

811 812 803 2,426

執行状況の説明 ○本事業においては、計画的に執行されている。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度

実　績 100% 100% 100%

町内こども園をはじめ、関係施設等へ作成し
た絵本を配付。

目　標 100% 100% 100%

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度

配付した各施設において絵本の共用を行う。

実　績 100% 100% 100%

目　標 100% 100% 100%

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度 ○年度

実　績 0.0% 0.0%

○年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

寄贈先の読者へのアンケートで、絵本の内容について理
解できたか（80％以上）を含め、当該事業のあり方を検証
する。

目　標 80.0% 80.0% 80.0%

状
況
説
明

【R1年度】
・R1年度は事業実施中で、アンケートはR2年度に繰り越して実施する。

【R２年度】
・寄贈先、主に町内小学校にアンケートを行う予定で有ったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施が行えなかった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R２年度】
・新型コロナウイルス感染拡大の状況を注視しながら、寄贈先と協議し令和３年度にアンケートの実施を行いたい。
　加えて、町内のこども園・幼稚園・各小中学校での読み聞かせや授業等での活用に生かせるようにする。

【R2年度】
・アンケートが実施できなかったため、事業効果の確認が出来ない状況であ
る。

【R2年度】
・アンケートが実施できなかったため、事業効果の確認が出来ない状況で
ある。


